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１　野菜で健康推進部会について

公益財団法人日本ヘルスケア協会（以下
「ヘルスケア協会」という）は、2015年
11月に発足し、表１の役割を目的に、大
きく二つの組織から構成されており、日本
へルスケア学会の下部組織を「研究会」、
日本へルスケア産業協議会の下部組織を

「部会」と称している。
16年10月、日本の医療費が40兆円を

超えようとする頃、部会の一つとして「野

菜で健康推進部会」（以下「推進部会」と
いう）を立ち上げ、毎月の定例会や、年に
３～４回開催するセミナーなどの活動を継
続し、早10年になる。

推進部会の活動内容は、大きく三つあり、
表２の通りである。毎月行う定例会では、
農産物の生産販売における問題を取り上
げ、会員の闊

かったつ

達な意見交換と実践を繰り返
してきた。特に、一般社団法人全国スーパー
マーケット協会の展示会には、テーマを

「野菜売り場は食の薬局」として野菜を７
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【要約】

公益財団法人 日本ヘルスケア協会 野菜で健康推進部会は、農産物の機能性表示ルール
の変化に係る課題を解決するため各方面に働きかけ、「野菜・果実の栄養素の一般的な機
能性・特徴表示に関するPOP表示マニュアル」を作成し、また、量販店等の売り場で利
活用いただける体制を構築した。

本稿では、実際の店舗で実施した効果検証の事例を交え、その取り組みを紹介する。

表１　ヘルスケア協会の構成組織と役割

名称 役割 下部組織名と
その数

日本へルスケア学会 ヘルスケア推進のエビデンスを追求する 研究会（10）

日本ヘルスケア産業協議会 学会の成果を社会のために役立てることを目的とした産業を創造・育成する 部会（21）

表２　推進部会の活動内容
（１）食で健康を目指す中で、特に野菜と果物で健康増進を目指す。
　　⇒　食品業界・農業界への野菜の知識の波及
（２）そのために野菜生産加工の質的向上を求め、国民の野菜摂取の量的拡大と質的向上を目指す。
　　⇒　野菜の鮮度・美味しさ・栄養の追求
（３）�社会問題・課題に対して情報を収集し、問題解決のために会員は叡智を結集し、対策材料を

準備し、行政機関に建議提言をしていく。
　　⇒　野菜の機能性表示問題解決に向けての働きかけ
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色に並べてその一般的な機能を表示できる
ような提案をしてきた（写真１）。

２　推進部会のこれまでの取り組み

（１）農産物の表示ルールの変化
2015年から、農産物を含む生鮮食品も

機能性表示食品としての届け出ができるよ
うになったが、機能性表示食品の届け出に
は、保健機能に関わる成分の含有量を明ら
かにして、１日当たりの摂取目安量を設定
する必要がある。

しかし、生鮮食品は生産物によって含まれ
る成分量にバラつきがあるため、届け出は容
易ではない。このため、量販店などの販売現
場において、POP（注１）で一般的な機能性を
記載することが難しいという課題があった。

このため、推進部会では、消費者庁の機
能性表示食品に関するガイドラインのQ ＆
Aに「生鮮食品について、機能性表示食品
の届け出を行わずにPOPや広告等に機能
性を表示することは可能か」との質問を提
起したところ、同庁から「生鮮食品の一般
的な特徴（特定成分の含有の有無や当該含
有成分の一般的な機能性など）については
POPや広告等に表示することができる。

ただし、当該POPや広告等が、特定の食
品を示さないこと、優良誤認、虚偽・誇大
広告に関する景品表示法及び健康増進法の
規定に抵触しないよう留意する必要があ
る。なお、生鮮食品が栄養機能食品である
場合は、当該栄養成分を含むものとして、
栄養機能食品として栄養成分の機能を表示
することができる。」という回答を受けた。

しかしながら、消費者庁のガイドライン
にある「特定の食品を示さないこと」や、

「食品表示法」、「景品表示法」、「健康増進法」
など複数の法規制の対象となり、法規の解
釈や判断を正しく理解し、規定に抵触しな
いよう留意が必要なことの難しさから、売
り場では「表示をしない方が問題ない」と
いう傾向にあった。こうした状況に、われ
われ推進部会は、価格のみの判断で農産物
が購入され続けることが本当によいのか疑
問を感じていた。

（注１）Point of Purchaseの略。店舗や売り場で、商品の
近くに設置される商品に関する情報を掲載した表
示（ポスターやデジタルサイネージなど）を指す。）

（２�）サンドボックス制度（新技術等実証
制度）への提言

厚生労働省が定める「健康日本21」の中
にも、「野菜果物の摂取量の増加が生活の
質の向上、健康寿命の延伸につながる」と
記載されており、野菜・果物の良さをもっ
と消費者に知ってもらい、購入動機につな
げるべきと考え、推進部会は内閣府の規制
のサンドボックス制度（新技術等実証制度）

（注２）に申請し、実証計画の認定を受けた。
実証は、以下の３段階で取り組みを進めた。

１）関係法令に違反しないことを前提と
して、「直販所や量販店の野菜・果実
の栄養素の一般的な機能性・特徴表示
に関するPOP等表示マニュアル（自

写真１　７色の野菜を並べ機能性を
ビジュアルで示した展示会の様子
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主マニュアル）」を作成し、推進部会
の勉強会に参加した小売店に対してマ
ニュアルの使用を許可する。

２）使用を許可された小売店は、同マ
ニュアルに基づいて作成したPOPを
表示する。また、保健所や消費者など
からの指摘事項があれば、推進部会が
対応し、継続的に改善可能な仕組みを
構築する。

３）これらの方法により、小売店におけ
る、質疑応答集を踏まえ、野菜・果実
の適切な広告活動を推進していく。

この実証の中で、１）のマニュアルの作
成は、次の３点を取り決めて作業を進めた。

ア　推進部会が自主マニュアル案を作成
し消費者庁、農林水産省と意見交換を
行い必要に応じて修正した上でマニュ
アルとして策定すること。

イ　売り場で一般的な機能性の表示を行
うことは、野菜（機能性表示食品以外
のもの）が持つ一般的な特徴（特定成
分の含有の有無や含有成分の一般的な
機能性など）を示すものであり、医薬
品と見間違う恐れがなく、かつ特定の
食品を示すものではなく、関係法令に
違反しないことを前提とすること。

ウ　機能性表示食品制度で届け出た機能
性関与成分と誤認されない表示とする
よう留意すること。

この結果、１）直販所や量販店の野菜・
果実の栄養素の一般的な機能性・特徴表示
に関するPOP表示マニュアル、２）参考
としてのエビデンス資料－が出来上がり、
この１）、２）を併せた成果物「直販所や
量販店の野菜・果実の栄養素の一般的な機
能性・特徴表示に関するPOP表示マニュ

アル」（以下「YーPOP表示マニュアル」
という）を用いて、小売店の売り場で適切
なPOP表示を行うこと（以下「YーPOP
表示」という）の支援を2020年から開始
することができた。

YーPOP表示マニュアルには、野菜に
含まれる栄養と機能性を表示する中で、１）
野菜の良さを正しく伝える、２）野菜の摂
取を量の摂取から質の摂取を目指せるよう
にする、３）購入時に、消費者のリテラシー
向上をも目指すことを目的に、成分として
の機能性と美味しさも重視すること―など
を反映できるよう考慮した。

（注２）サンドボックス制度（新技術等実証制度）とは、

既存の規制の適用を受けることなく、新しい技術

等の実証を行うことができる環境を整えること

で、迅速な実証を可能にし、円滑な事業化、規制

改革を推進するもの（産業競争力強化法に基づく

制度）。

３　YーPOP表示マニュアルの内容

YーPOP表示マニュアルは、大きく以
下の二つのマニュアル資料で構成される。

（１�）POP表示マニュアル（黄マニュアル）：
活動目的とその背景、根拠としてい

る法規やルール、具体的な表示の仕方、
運用方法、トラブル対応などを記載し
たマニュアル（全52ページのうち、一
部を図１として掲載）。

（２�）エビデンス資料（赤マニュアル）：　
一般的な成分の含有やその機能性に

関する根拠としているデータベースの
情報と、20種（ビタミン13種類、ミ
ネラル６種、脂肪酸１種）、フィトケミ



野菜情報 2026.744

図１　POP表示マニュアル（黄マニュアル）の一部
（（公公財財））日日本本ヘヘルルススケケアア協協会会 野野菜菜でで健健康康推推進進部部会会 作作成成野菜・果物等ＰＯＰ表⽰マニュアル

具体的な表⽰のモデル

3

個別商品のPOP表⽰については
健康増進法、景品表⽰法
⾷品表⽰法に従ってください。

個別POP（例） 各品⽬の個性（事実）を⽰します。

リコピン
○○㎎

抗酸化⼒
ESR ◇◇

ｵｰｶﾞﾆｯｸ
認証

房どりで
⽇持ち〇

共通POP：⼀般的な成分とはたらき表⽰
共通する抗酸化測定法とその意味の説明

機能性表⽰
トマト

表⽰ポリシー

必ず 表⽰ポリシーの掲⽰をした上で、共通POP表⽰をお願いいたします。

抗酸化⼒の表⽰をする
場合のみ

図２　エビデンス資料（赤マニュアル）の一部
（公財）日日本本ヘヘルルススケケアア協協会会 野菜で健康推進部会 監修野菜・果物等ＰＯＰ表⽰エビデンス資料

⾚マニュアルに掲載の、３分類の根拠情報。令和8年6⽉5⽇現在
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野菜そのものはたらきに関するエビデンス

フィトケミカルなど⾮栄養素のはたらきに関するエビデンス

20種（ビタミン13種類、ミネラル６種、脂肪酸1種）：ビタミンA、C、E、K、D、B1、B2、B6、B12、葉酸、ナ
イアシン、パントテン酸、ビオチン、亜鉛、カリウム、カルシウム、鉄、銅、マグネシウム、ｎ‐3脂肪酸

42種類：β‐カロテン、β‐クリプトキサンチン、ルテイン、キサントフィル類、リコペン、ナリンジン（ﾅﾘﾝｷﾞ
ﾝ）、ナリルチン、ケルセチン、プロシアニジン、カテキン（ﾒﾁﾙ化ｶﾃｷﾝ）、⼤⾖イソフラボン、ヘスペリジン、
ルテオリン、ルチン、アントシアニン、ロスマリン酸、クロロゲン酸、カフェー酸（ｺｰﾋｰ酸､ｶﾌｪｲﾝ酸）、クロ
ロフィル、スルフォラファン、γ‐グルタミルｰSｰアリルシステイン、ビタミンU、イノシトール、GABA（γ‐アミ
ノ酪酸）、アルギニン、シトルリン、イヌリン、フラクトオリゴ糖、果糖（ﾌﾙｸﾄｰｽ､ﾌﾗｸﾄｰｽ）、キシロオリゴ糖、
ペクチン、グルコマンナン、難消化性でんぷん（ﾚｼﾞｽﾀﾝﾄｽﾀｰﾁ）、γ‐オリザノール、植物ステロール、キトサン、
グルコシルセラミド、トレハロース（ﾐｺｰｽ、ﾐｺｼﾄﾞ､ﾏｯｼｭﾙｰﾑ糖）、ホスファチジルセリン、α‐リノレン酸、γ‐リ
ノレン酸、クエン酸

31種：にんじん、ピーマン、たまねぎ、ほうれん草、トマト、キャベツ、ブロッコリー、じゃがいも、きゅう
り、ナス、⼤根、レタス、ねぎ、⾥芋、⽩菜、とうもろこし、かぼちゃ、⼤葉、ごぼう、さつまいも、しいた
け、ニンニク、いちご、みかん、桃、梨、りんご、ぶどう、すいか、柿、メロン

ビタミン・ミネラル（栄養素）のはたらきに関するエビデンス

（公財）日日本本ヘヘルルススケケアア協協会会 野菜で健康推進部会 監修野菜・果物等ＰＯＰ表⽰エビデンス資料
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ビタミンA １

ビタミンＡは、夜間の視⼒の維持を助ける栄養素です。ビタミンAは、⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素です。栄養機能⾷品表⽰

なし農⽔ﾏﾆｭｱﾙ

ビタミンAは、動物性⾷品に含まれている脂溶性ビタミンの1つであり、植物性⾷品に含まれるカロテンからも体内で⽣
成される。上⽪、器官、臓器の成⻑・分化に関与することから、妊婦や授乳婦にとっては特に必要なビタミンである。
●有効性
⼀般に、「⽬や粘膜を正常に保つ」「夜盲症を防ぐ」「がんのリスクを軽減する」などと⾔われている。ヒトでの有効
性については、ビタミンＡ⽋乏 (眼球乾燥症や夜盲症を含む)の予防や治療に対して有効性が⽰されている。しかし、が
ん患者 (頭部や頸部、肺)の2次がんの再発リスクの減少に対しておそらく効果がない。
・ビタミンA⽋乏症の予防と治療に有効と判断されている。
・有効性が⽰唆されているのは、
1) 3歳以下の⼩児のマラリア症状の緩和、
2)ビタミンA⽋乏症の⼩児が補助剤として摂取したときのHIVおよび下痢による死亡率の減少、
3)栄養失調の⼥性の妊娠に関連した夜盲症や死亡率、産後の下痢や発熱の減少、
4)核⽩内障の発⽣の減少 である。

・効果がないことが⽰唆されているのは、
1)栄養失調の⼥性の胎児や乳幼児の死亡率の減少、
2)栄養失調の妊娠中の⼥性における⾎中のヘモグロビンとエリスロポエチンの増加、
3)妊娠中の胎児および初期の授乳期間中の新⽣児へのHIVの⺟⼦感染リスクの減少 である。

・頭部や頸部、肺がんの患者における2次がんや腫瘍の再発リスクの減少にはおそらく効果がない。

KSDB
「健康⾷品」
の素材情報
データベース

ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽはたらき栄養成分

エイキビタミンＡは、夜間の視⼒の維持を助けるとともに、⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養
素です。

ビタミンA
は KSDB⼀般に、「⽬や粘膜を正常に保つ」「夜盲症を防ぐ」「がんのリスクを軽減する」などと

⾔われている。
NMDBビタミンAは,眼や⽪膚,免疫システムなど多くの器官の適切な発達,機能に必要です。
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カルなど非栄養素42種類、野菜・果物
31種の、具体的な表示の引用箇所を含
む根拠情報をまとめた資料（全128
ページのうち、一部を図２として掲載）。

このYーPOPマニュアルとその運用に
関する最大の特徴として、以下の５点が挙
げらる。

１）特定の商品を示さないPOPを共通
POPとして、そこに記載できる一般的
な成分や機能性に関する表示可能な情
報を商品別に具体的に提示している。

２）野菜や果物の抗酸化力の表示方法を
定め、個別商品の抗酸化力による優位
性を表示できるようにしている。

３）表示の背景となる法規、根拠、社会
状況などを学べるツールとなっている。

４）表示関係者に対しマニュアル勉強会
を実施し、十分理解した上で実施可能
としている。

５）表示による保健所などからの指摘事
項は、推進部会で受け付け、対応する
仕組みとしている。

本マニュアルの作成と監修は、推進部会
が行っているが、実際の店舗における表示
に関する活動については一般社団法人食品
機能推進協会（以下「運営協会」という）

（https://ffia.or.jp/）に委託している。次
章で、野菜での具体的な事例を挙げて、表
示までの手順と問題発生時の対応などにつ
いて、運営協会の役割にも触れながら解説
する。

４　店舗におけるYーPOP表示の流れと
留意事項など（例）

（１）YーPOP表示の手順
ア　申し込み：YーPOP表示マニュア

ルのご利用希望の店舗（企業）は、推
進部会または運営協会に相談する。

イ　打ち合わせ：店舗（企業）と運営協
会の間で、取り組みを行う店舗数や、
野菜の種類、管轄保健所などを聞き、
内容を打ち合わせ。

ウ　見積もり：運営協会は、店舗（企業）
に対し、本マニュアルの概要を説明後、
YーPOP表示マニュアル利用の費用
に関する見積書を提示。

エ　勉強会：正式発注の後、店舗（企業）
の責任者および関係スタッフの方々向
けに、YーPOP表示の勉強会を開催
する。店舗（企業）の大勢の関係者に
理解いただくために、事前に動画を配
信し、リモートでの補足説明と質疑応
答の形式で実施。

オ　共通POP作成：表示する野菜の種
類や場所などに合わせ、共通POPを
作成する。推進部会の作成した共通
POP、または各店舗で独自に作成し
たPOP（運営協会が承認したもの）
を準備（図３）。

カ　表示ポリシーの掲示：店舗に表示す
るに当たり、青果売り場の入り口など

図３　共通POP例（推進部会作成）
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に、一般的な表示の根拠説明などを記
載した表示ポリシーのポスター（図４）
を掲示いただく。

キ　店舗掲示：特定の商品（１生産者の
１商品）を示さないような場所に、共
通POPを表示し、その状況を写真で
撮影し、店舗（企業）から運営協会に
送信いただく。

（２）問題発生時の対応
保健所や消費者からの問い合わせ、指摘

などがあった場合には、問題発生時の報告
シート（図５）を用いて推進部会に報告い
ただき、対応を相談する。内容によっては、
推進部会がその解釈や対応について消費者
庁と協議を行い、回答などの対応を行う。

（３）YーPOP表示活動の留意点
YーPOP表示に当たっては、表３に示

す留意点を守っていただきたい。

５　効果検証～店舗での実施事例～

運営協会が農林水産省から受託して実施
した「令和７年度野菜・果実の消費拡大支
援委託事業」において、大阪府と東京都に
ある量販店２店舗を対象に、青果売り場で
YーPOP表示を実施し、その効果検証を
行ったので紹介する。
（１）売り場での掲示事例
ア　トップワールド香里園店

大阪府のトップワールド香里園店で
は、にんじん、ほうれんそう、トマト、
ブロッコリー、はくさい、いちご、温
州みかん、りんご、かぼちゃの計９品
目でYーPOP表示を展開した（写真
２~ ４）。消費者が健康価値を直感的
に理解できる内容として、「にんじん
はβーカロテンが豊富な緑黄色野菜の

表３　YーPOP表示に当たっての留意点
番号 留意点

①

野菜・果物等の生鮮品以外の売り場に表示する
ことはできません。
（生鮮品売り場の中に、一部ミックスカット品
が展示されていることは問題ありません。）

②

特定の商品を指さない表示については、特定の
商品の有意性を指すような表示はできません。
単一の生産者の品種や産地が１種しかない売り
場の場合は、ご相談ください。

③

推奨表示（具体的な表示）以外の独自判断の表
示をしないでください。表示面積等の関係で一
部、成分の働きの説明を省略するなどは可能で
す。

④
本部会が監修をしていない、監修の旨を明記し
ていない表示は、100％各店舗の責任表示とな
りますのでご注意ください。

⑤ 掲示してある内容について、説明できるスタッ
フを育成してください。

⑥ 店内の他の POP等表示において、法令違反の
表示がないか確認してください。

⑦ 商品の配置換えの際には、正しい表示の位置に
変更されているか確認してください。

図４　表示ポリシー表示
（（公公財財））日日本本ヘヘルルススケケアア協協会会 野野菜菜でで健健康康推推進進部部会会 作作成成野菜・果物等ＰＯＰ表⽰マニュアル

⽣鮮売り場の⼊り⼝に掲⽰していただく表⽰ 表⽰ポリシー

9

⽣鮮品の⼀般的な特徴の表⽰ポリシー
当店の⽣鮮品売場の表⽰に関するポリシーについて
〇野菜・果物の売り場に表⽰した⼀般的な特徴（成分の含有やそのはたらき）
を表⽰したPOP（上部に ○○の⼀般的特徴 と明⽰したPOP表⽰）に関して
POPが解説する内容は野菜⼜は果物の⼀般的な説明であり、必ずしも実際に販
売されている商品における成分の含有等を保証するものではありません。
成分を多く含んでいる⼜は豊富に含むなどの表⽰は、下記①に記載の成分量で
⾷品表⽰法の栄養強調表⽰基準の⾼い旨の表⽰基準で判断しています。①に
データの無い成分は、②〜⑥の中の野菜・果物に特徴的に多い成分と報告があ
るものです。また、特徴的な成分の機能（はたらき）は下記情報源より根拠が
あると判断した内容としており、その機能はいずれも⼀定以上の摂取を前提と
したものです。
〇根拠としている情報源
①⽇本⾷品成分標準表（⼋訂）（⾷品成分データベース）⽂部科学省 2020年版
②3つ以上の⽂献データベースで検索した⽂献⼜は農⽔省の研究報告
③野菜産地と量販店の栄養・機能性成分情報提供マニュアル
農⽔省「⽇本⾷育推進事業」野菜等健康⾷⽣活協議会、（財）⾷⽣活情報サービスセンター H19年11⽉

④ 「健康⾷品」の素材情報データベース国⽴研究開発法⼈医薬基盤・健康・栄養研究所 国⽴健康・栄養研究所
⑤ナチュラルメディシン・データベース⽇本版：（⼀社）⽇本健康⾷品・サプリメント情報センター編集・発⾏
⑥農林⽔産物の研究レビュー農研機構 R3年9⽉28⽇
⑦⾷品表⽰法 栄養機能⾷品表⽰

図５　問題発生時の報告シート
（（公公財財））日日本本ヘヘルルススケケアア協協会会 野野菜菜でで健健康康推推進進部部会会 作作成成野菜・果物等ＰＯＰ表⽰マニュアル

問題発⽣時の報告シート

10

内容項目
店名 住所
担当者名
TEL

店舗情報

□保健所、その他の行政機関（ ）
□消費者、生産者などの個人（ ）
直接連絡可能な場合のTEL又はMailｱﾄﾞﾚｽ

指摘者

年 月 日 時頃日時
売り場名： 生鮮品名：
該当POP表示

指摘・疑問内容：

指摘、疑問

店舗としての
コメント、
希望する対応等

野菜で健康推進部会 宛 FAX03‐ 6810‐8512 Mail：info@jahi.jp
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一つです」などの一文が記載された
YーPOPをそれぞれの品目の売り場
の目につくところに掲示し、どの野菜
にどのような機能性成分が含有されて
いるということが分かるよう訴求し、
商品の魅力向上を図った。

イ�　スーパーアルプス西八王子駅前店
一方、東京都のスーパーアルプス西八王

子駅前店では、きのこ、キャベツ、さつま
いも、じゃがいも、たまねぎ、トマト、に
んじん、ねぎ、ブロッコリー、ほうれんそう、
はくさい、いちご、りんご、柿、みかんの
計15品目でPOP表示を実施した。青果売り
場の動線上や商品周辺（プライスカードの
並び）にY ー POPを掲示することで、来店
客の目線が、自然と栄養情報に触れられる
ような売り場づくりを行った（写真５～７）。

（２�）ベジメータ活用による消費者への効果検証
今回の取り組みでは、単にYーPOP表

示だけでなく、その効果を検証するため、
来店客を対象とした「推定野菜摂取量測定
会」（以下「測定会」という）も実施した。
測定には、皮膚カロテノイド量から推定野
菜摂取量を可視化する「ベジメータ®SE」
を使用し、まず、YーPOP掲示前に第1回
測定会を実施し、来店者の平均的な野菜摂
取量を把握した。その後、YーPOPを掲
示し、一定期間経過後に第2回測定会を実
施することで、来店者の推定野菜摂取量の
変化を比較・検証した。
ア　トップワールド香里園店

トップワールド香里園店では、総数429
人の方のデータで効果検証を行った。初回
測定時の１人当たりの平均推定野菜摂取量
は、１日当たり244グラムであったのに

※トップワールド香里園店YーPOP掲示例

写真３　ほうれんそう
（β－カロテン、マグネシウムを訴求）

写真２　にんじん　
（β－カロテンを訴求）

写真４　かぼちゃ
（β－カロテン、ビタミンEを訴求）
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対し、Ｙ－ POP展開後の２回目測定では、
同321グラムまで増加した。平均値は77
グラム増加し、ベジレベル™（注３）も110ポ
イント上昇する効果となった（図６）。

（注３）ベジレベル™は皮膚のカロテノイド量を表す数値。この
値はベジメータの皮膚カロテノイド量と強い相関関係
があり、30日以内の野菜摂取状態を反映する。

イ　スーパーアルプス西八王子駅前店
また、スーパーアルプス西八王子駅前店

でも、総数274人の方のデータで効果検
証を行った。初回の１人１日当たり279
グラムから、２回目には、同354グラム
へ増加した。こちらは同75グラム増加し、

「健康日本21」の野菜摂取目標値である同
350グラムを上回る結果となった。ベジ
レベルも107ポイント上昇した（図７）。

ウ�　ＹーPOP表示による消費者の野菜摂
取量の増加
ＹーPOP表示を見る前後のデータを比

較すると、量販店２店舗ともに、野菜摂取
量が１人１日当たり75グラム以上増加し、
ベジレベルも107ポイント以上上昇した
ことから、YーPOP表示により、消費者
が野菜を積極的に購買し摂取した可能性が
示唆され、消費者の健康に寄与する野菜摂
取量改善の食行動に良い影響を与えた可能
性が示された。

ベジレベル™判定ごとの⼈数とその割合
判定 S A B C D E

⼈数(1回⽬) 15 19 37 61 53 93
⼈数(2回⽬) 36 19 37 30 14 15

図６　トップワールド香里園店のベジレベル判定とその割合

（注）＜ベジレベル™判定基準＞
S判定：�ベジレベル™560以上　　素晴らしい値です
A判定：�ベジレベル™500～550　非常に良い値です（推定野菜摂取量

350g/日以上）
B判定：�ベジレベル™420～490　頑張っています
C判定：�ベジレベル™350～410　日本人の平均値ですが、まだ少し不

足気味です
D判定：�ベジレベル™300～340　野菜不足気味です
E判定：�ベジレベル™290以下　　非常に野菜が不足しています

S
5％ A

7％

B
13％

C
22％

D
19％

E
34％

S
24％

A
13％

B
24％

C
20％

D
9％

E
10％

トップワールド（1回目） トップワールド（2回目）

※スーパーアルプス西八王子駅前店Y－POP掲示例

写真５　いちご（ビタミンC、
葉酸を訴求）

写真６　はくさい（ビタミンC、
食物繊維を訴求）

写真７　トマト（リコペン、
β－カロテンを訴求）
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（３）消費者アンケートの実施
さらに、消費者アンケート（注４）を実施し

たところ、高い効果が確認された。野菜・
果物の機能性成分に「関心がある」と回答
した人は、全体の約８割に上り、健康価値
への関心の高さがうかがえた（図８）。一方
で、「機能性成分を意識して購入した経験」
がある人は、それより少なく、関心はあっ
ても実際の購買行動につながっていない実
態も見えてきた（図９）。

次に、Ｙ－ POP表示を見た後の購買意
欲については、９割前後の回答者が「購入
意欲が高まった」、「何となく高まった」と
回答しており（図10）、売り場での情報発
信が購買行動を後押しする有効な手法であ
ることが確認された。

また、測定会に継続参加した来店客のう
ち、９割前後が前回よりベジレベルが向上
したと回答しており（図11）、YーPOP表
示と測定会を組み合わせることで、消費者
の健康意識や野菜摂取行動の改善につなが
る可能性が示唆された。

（注４）トップワールド（大阪）の回答数は43、スーパー
アルプス（東京）の回答数は35。

図７　スーパーアルプス西八王子駅前店のベジレベル判定
とその割合

ベジレベル™判定ごとの⼈数とその割合
判定 S A B C D E

⼈数(1回⽬) 14 9 28 43 30 17
⼈数(2回⽬) 50 35 44 18 7 6

（注）ベジレベル™判定基準は図６と同じ。

スーパーアルプス（1回目） スーパーアルプス（2回目）

S
10％ A
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21％
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31％
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22％
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28％

C
11％

D
4％

E
4％

図８　野菜・果物の機能性成分への関心

35％

56％

7％

2％

設問１
「「野菜・果物の機能性成分」に関心はありますか？」

トップワールド（大阪） スーパーアルプス（東京）

非常にある

ある

どちらでもない

あまりない

関心がない

26％

37％

23％

14％

図９　機能性成分を意識して購入した経験
設問２

「「野菜・果物の機能性成分」を意識して購入した経験はありますか？」

37％

5％

37％

21％

トップワールド（大阪） スーパーアルプス（東京）

26％

3％

28％

40％

3％
よくある

たまにある

あまりない

ない

わからない

無回答

図10　ＹーPOP表示を見た後の購買意欲
設問３

「「野菜・果物のＰＯＰ表示を見て、購入意欲は変化しましたか？」

トップワールド（大阪） スーパーアルプス（東京）

購入意欲が
高まった
何となく
高まった
変化はなかった

無回答

30％

2％

56％

12％

51％

3％

46％

図11　ベジレベルの変化
設問５　「ベジレベルに変化がありましたか？

（設問４で「前回この店舗で参加した」と回答した方のみ）」

トップワールド（大阪） スーパーアルプス（東京）

スコアが
上がった
スコアが
下がった
スコアの
変化なし
覚えていない

86％

14％

100％
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６　おわりに

４で紹介したYーPOP表示の取り組み
では、野菜売り場において、従来の「価格」
や「鮮度」に加え、「栄養や機能性」が健
康への付加価値として、消費者の青果物購
入を促す新たな販売手法となり得るという

大きな成果が見られた。今後も引き続き、
こうしたYーPOP表示の取り組みをさら
に広げることで、青果売り場の価値向上だ
けでなく、野菜・果物の消費拡大および消
費者の野菜摂取量向上による健康増進につ
ながることを期待する。

丹羽　真清（にわ　ますみ）
野菜で健康推進部会　部会長
【略歴】
食品メーカーに８年間在籍。退社後
1986年　�『食のコーディネーター』として独立。食品メーカーで新商品開発のコン

サルティングを行う。
1999年　デザイナーフーズ株式会社を設立 代表取締役社長就任。
　　　　　野菜の機能性、活性酸素消去活性の研究を行う。
2013年　現デリカフーズホールディングス株式会社 代表取締役社長に就任。
2016年　公益財団法人日本ヘルスケア協会の中で｢野菜で健康推進部会｣を設立。
2020年　デザイナーフーズ株式会社 代表取締役退任。
　　　　　デリカフーズホールディングス株式会社 取締役退任。
2021年　一般社団法人食と農の生命科学研究会設立 代表理事となる。
2022年　公益財団法人日本ヘルスケア協会 理事となる。
2025年　プラネタリーヘルスイニシアティブ 理事となる。

中田　光彦（なかだ　みつひこ）
野菜で健康推進部会　副部会長
【略歴】
広告情報産業に7年、食品素材メーカーに16年、退職後
2008年　�株式会社サラダコスモに入社し、もやし・スプラウトの生産、6次産業化

商品開発。
2015年　�大豆イソフラボン子大豆もやしで、野菜で第一号の機能性表示食品を開

発。
2016年　�公益財団法人日本ヘルスケア協会　野菜で健康推進部会に参画、現在副

部会長。
2019年　�サラダコスモを退職し、野菜で健康研究所株式会社を設立　代表取締役

に就任。
　　　　　青果物の健康機能性表示、未利用資源開発などのコンサルティングを行う。
2024年　一般社団法人食品機能推進協会を立ち上げ、理事就任。

赤尾　勉（あかお　つとむ）
野菜で健康推進部会　事務局長
【略歴】
通信販売企業にて15年間在籍。
2009年　株式会社ベルグリーンワイズ入社。
　　　　　�青果物の鮮度保持包装の開発、マーケティングに従事、現在、同社の執行

役員CSO。
2017年　�公益財団法人日本ヘルスケア協会　野菜で健康推進部会に参画、事務局

長就任。
2024年　一般社団法人食品機能推進協会を立ち上げ、理事就任。

雷　方（らい　ほう）
野菜で健康推進部会　Y－ POP担当
【略歴】
2020年4月　株式会社ベルグリーンワイズ入社。
　　　　　　　�生鮮食品の機能性表示食品コンサルタント業務および市場開発業務

に従事、現在同社マーケティンググループ長を務める。
2020年4月　�公益財団法人日本ヘルスケア協会　野菜で健康推進部会　Y-POP担

当に就任。
2024年4月　一般社団法人食品機能推進協会　事務局担当に就任。


